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 平成28年7月、御殿場市内の陸上自衛隊演習場において訓練していた

隊員が下痢、腹痛、嘔吐、発熱等の症状を呈した。 
検体採取後、環境衛生科学研究所で実施した遺伝子検査では腸管病原

性大腸菌を疑う遺伝子（eae）が検出された。一方、保健所細菌検査課

で実施した分離培養検査では特定の血清型の大腸菌は検出されなかった

が、共通の生化学的性状（乳糖・白糖非分解、非運動性）を示す細菌が

分離され、その性状から検出菌がEscherichia albertii（E. albertii）で

ある可能性が示唆された。 

 
 
 要     旨 
 （簡 潔 に） 
 
 

そこで非定型の腸管病原性大腸菌である可能性を考慮しつつ、E. coli
とE. albertiiの鑑別を行った。その結果、検出菌はE. albertiiと同定され

た。また、パルスフィールドゲル電気泳動法により患者由来検出菌間の

遺伝子相同性について精査したところ、100％一致した。 

 
 
 
 
 

本事件は、訓練中の食事を原因とするE. albertiiによる食中毒と断定

されたが、E. albertiiは2003年に新種として発表された菌であり、本菌

による食中毒事例は静岡県では初、国内では7例目の事例となった。 

 
 
 
     

 
 
 
 
 
 

 


